




































































死の不安を測定するため、 Templer(1970)による DeathAnxiety Scale (以下DASと表
記する)を日本語に訳して用いた。反転項目 6項目を含む15項目からなり、 5件法で回答を
求めた。そして「全くそう思わないJ= 1点、「あまりそう思わないJ= 2点、「どちらでも
ないJ= 3点、「少しそう思うJ= 4点、「非常にそう思うJ= 5点として得点化した。ただし、
















































































2現在の自分の地位(立場〕を考えると、 「自分もよくやってきたな」と思う 1.021 















S t巴p 予測変数 R2乗累乗R2乗 s F 
1 自分自身の死を考えたことがある .03 .03 .19 8.20 
2 死後の世界を信じている .03 .06 .18 8.63 
3 性別c1:;男 2 女 .02 .08 .13 7.15 
Tablel3 心理的支えの各因子と被験者の属性との相関関係(有意差の見られたもののみ〕
I I m N V VI 四百 IX X 





確固とした信念がある .15* .25** .24** .15* ユ4**.2料 .14* 
自分自身の死を考える .13* 
1 :友人による支え E ・将来の連殻的思考による支え il:過去の経験による支え N:父親による支え
V:兄弟による支え 羽:その他の人による支え vn: i自主の功績による支え 四:母親による支え
立:現在の状況による支えX:恋人・異性の友人による支え
性別 1・男.2:女学校 1:大学. 2:福祉専門学校 林 1目有意 *5%有意
Tablel4 死の不安と心理的支えの重回帰分析結果
S t e p 予測変数 R2乗累積R2乗 s F 
l 現在の状況による支え .04 .04 .21 10.21 
2 恋人・異性の友人による支え .02 .06 .14 7.59 
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